
ODF解析ＬａｂｏＴｅｘによる同一系統材料の VolumeFraction定量 

  

  

  

  

  

  

 極点図からでは異方性評価は難しく、異方性の数値化が必要 
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概要 

 集合組織に異方性解析をおこなう場合、結晶方位の定量（VolumeFraction）必須であるが、 

   計算量が多く、計算の収束には長時間かかります。更に試料が多くなると厖大な時間が必要になります。 

   同一系統の材料として扱う場合、ＬａｂｏＴｅｘでは短時間で処理を行える工夫があります。 

   市販されているアルミニウム５０５２Ｐで機能を紹介致します。 

    

測定 

 リガクＲＩＮＴ２１００、Ｃｕ管球 

解析 

 ＣＴＲパッケージソフトウエア 

ＯＤＦ解析 

 ＬａｂｏＴｅｘ３．０ 

 

 本説明に使用しているソフトウエアを含む全てのＣＴＲパッケージトウエアを一定期間評価して頂く 

 事が可能です。ＨｅｌｅｒＴｅｘサイトからご請求下さい。 

 ＣＤＲＯＭで、ＣＴＲフルパッケージソフトウエア、説明書、技術資料を提供致します。 

 操作方法等、不明な点があれば、ご説明致します。 

                                                      HelperTex Office 

 

ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析結果 

  



VolumeFraction解析（可能性の高い結晶方位が表示されます。FWHMは初期値の 10deg） 

  

 FWHMと VF%を Error変化量が少なくなるまで、繰り返し計算を行います。 

 ある程度収束した途中結果（FWHM）をｓａｖｅして置きます。 

 このｓａｖｅ結果を他の試料解析を行う場合の開始方位とします。 

  

 



 計算途中結果をｓａｖｅする。 

  

 新しい材料の計算時ｓａｖｅした方位群を指定すれば、収束が速くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新しい材料の VolumeFraction 

 

ｓａｖｅした初期条件を指定する 

 

 

 ここから、計算を行うことで収束が速くなり、大量の比較が簡単になります。 

 



比較結果 

 

 

テキストデータの出力で、Ｅｘｃｅｌで扱えます。 

 


